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第5章 計画の実現に向けて 

 

ここでは、本計画に基づく取組を着実に実施し、緑の将来像を実現するため、市民・事業者・

行政の役割や計画の進行管理に関する事項を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市の花木 キンモクセイ 

オレンジ色の小花を枝いっぱいにつ

けるキンモクセイは、秋にその花を

咲かせます。 

日差しを受けると名前の通り金色に

輝く花と、遠くまで漂うその甘い芳

香は、秋の風物詩となっています。 
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 5-1 市民・事業者・行政の連携 

公園・緑地の整備・保全を着実かつ継続的に推進し、本計画の基本理念である「人と自然が共

生する 豊かで健幸なまち ～緑を守り 縁ある暮らし～」を実現するためには、市民・事業

者・行政が連携して緑豊かなまちづくりに取り組むことが重要です。 

そこで、市民・事業者・行政の役割を次のとおり定め、相互に連携しながら計画を推進するも

のとします。 

 

≪市民・事業者・行政の役割≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 環境や生物の保全等に関する学習機会
への参加 

 建築物や敷地内の緑化、オープンスペ
ースの確保等、良好な事業環境づくり 

 緑の保全や創出に関わる地域活動への
参加や支援 

事業者 

 環境や生物の保全等に関する学習機会
への参加 

 宅地内の緑化 

 緑の保全や創出に関わる地域活動への
参加(緑化活動や公園づくり、公園・
里山の管理活動等) 

 市民、各種団体、学生によるボランテ
ィア活動 

 公園の利活用や統廃合等に関する行政
との協議 

市民 

 緑の普及や啓発活動 

 公園・緑地等を活用した新たな制度に関す
る広報活動 

 緑の整備・保全に関する各種事業の推進 

 公園の利活用や統廃合等に関する市民との
協議 

 市民、事業者の緑化活動に対する支援 

 緑の創出や保全に関する制度の充実 

 県等の行政機関、関係部局との調整・連携 

人と自然が共生する 

豊かで健幸なまち 

～緑
みどり

を守り 縁
えん

ある暮らし～ 

協働 

協働 協働 

行政 
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 5-2 計画の進行管理 

本計画の基本理念の実現のためには、5 つの基本姿勢と 8 つの基本目標の下で展開される施策

等の取組について、効果的に進行管理を進めていくことが重要です。そこで、計画の進行管理に

あたっては、Plan(計画)、Do(実行)、Check(評価)、Action(改善)から成るPDCAサイクルを回す

ことで、継続的発展(スパイラルアップ)を図ります。 

なお、進行管理を行う中で、緑を取り巻く社会・経済情勢の大きな変化や上位計画である第 2

次飯塚市総合計画の大幅な見直しなどにより、計画内容と社会情勢や将来像の間に乖離が生じた

場合は、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

≪PDCA サイクルによる進行管理≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan(計画) 

目標の設定、計画の策定 

行政 
 緑の基本計画の策

定・変更 

市民・事業者 
 計画内容の共有 

Do(実行) 

施策の実践 

行政 
 施策、事業の実施 

 市民、事業者との
協働による取組の

実施 

 関係部局との調整 

市民・事業者 
 施策、事業への 

協力 

 協働による取組や

主体的な活動の 
実施 

Action(改善) 

点検を踏まえた見直し 

行政 
 計画の方向性、施

策、事業内容に対
する見直し 

 目標数値の見直し 

市民・事業者 
 計画の変更内容を

踏まえた取組の見
直し 

Check(評価) 

施策の進捗状況の点検・評価 

行政 
 施策、事業の実施

状況、達成状況の
把握 

 施策、事業の実施
や 達 成 状 況 の 評

価、公表 

市民・事業者 
 アンケート調査等

を通じた施策評価
への協力 




